
 

 

 

 

 

 

 

 

生駒市教育委員会は、奈良県教育委員会が受託する文部科学省事業に協力し、教員が研修や休暇等

で短期間不在となる際に、あらかじめ任用した教員（サプライティーチャー）を対象校へ派遣し、授

業等を代替する「サプライティーチャー制度」の実証を 10月 1日から開始しました。学校現場では、

短期の不在では新たな非常勤講師等を確保することが難しく、管理職や同僚教員が授業を代替するケ

ースがあります。本実証では、同僚教員等に過度な負担をかけずに機動的に代替人材を派遣する仕組

みを構築し、教員が休暇等を取得しやすい職場環境づくりにつなげます。 

■実証の概要 

1. 開始日 令和 8年 10月 1日 

2. 実施体制 サプライティーチャー１名を市内１小学校（拠点校）に配置し、要請があった市内５小

学校（拠点校含む）へ派遣 

3. 勤務時間 1～4時間目（12:40まで） 

4. 派遣方法 1日単位・1日 1校。対象校の教員が管理職を通し予約。原則前日 12時まで・先着順で

運用 

5. 主な利用場面 研修・出張、年次有給休暇、体調不良、家庭の事情など、教員が短期間不在となる

場合 

 

■サプライティーチャー制度のポイント 

◇短期間の教員不在を、管理職や同僚教員だけに頼らず、専任の代替人材がカバーします。 

◇まずは市内 5小学校で実証し、学校現場でのニーズや運用上の課題を確認します。 

 

■実証で検証すること 

◇派遣要請の件数、実際に派遣できた件数、予約済み等により派遣できなかった件数 

◇管理職・同僚教員の負担軽減や、教員の休暇等の取得のしやすさへの効果 

◇受入校での引継ぎや情報共有の方法、サプライティーチャーに求められるスキル 

◇今後、対象校や人員を広げていく場合に必要となる制度・運用上の条件 

 

この件に関する報道関係からのお問い合わせ 

生駒市教育部学校支援課教育政策室（室長 杉山）☎0743-74-1111 (内線 2721) 

全国初！「サプライティーチャー制度」の実証を開始 

～教員の短期不在を支えます～ 

奈良県生駒市 

【報道資料】 

令和 8年 10月 7日 


